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      行った  ・  行っていない 
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表１ 「説」・「方式」を発言した子どもがもつ見方・考え方をまとめた教師のメモ 
説（仮説） 方式（検証方法） 見方・考え方 
乾電池の向きが同じ説 １本反対方式 磁石のように同極だと電流が反発するから，乾電池を１本逆向きにする。 




導線長い説 導線短く方式 直列回路より導線が長いから，短くする。 
１本お休み説 ２本同時方式 後から入れた乾電池は休んでいるから，２本同時に入れる。 
乾電池の置き方説 横並び方式 提示用の実物の回路では，並列回路は乾電池が縦並びだから，直列回路のように横並びにする。 
山登り説 ひっくり返す方式 下側の乾電池からは電流が上がりにくいから，豆電球を乾電池より下にする。 
くるくる通り難い説① 導線２本ずつ方式 ＋側・－側とも導線３本が交わる所を半田付けして電流が通りにくいから，２本ずつのまま豆電球へつなぐ。 
















実験グ 説（仮説） 記述内容 
１ かん電池の向きが同じ説 かん電池の向きが同じだからじしゃくのようにけんかをしてどちらかの電気がにげるから，明るくならない 
２ 割りこみできない説 上の電池の方がゆうせんてきに豆電球に電気がいってしまうから，下のかん電池の電気が行かない 
３ 導線多い説 導線が多くなるとふくざつになって電気が通りにくい 





６ かん電池の置き方説 並列つなぎを直列つなぎの置き方と同じにしたら明るくなるけど，直列のようにしてないから明るくならない 

























































○ 事例 1) 
 表３は，他グループから７テーブルにやって
































































○ 事例 3) 






































































































・他 のテ ーブル の人 に実 験 を見 せても らっ
て，自分のグループで意見をまとめられる。 
・分からない時は見に行ける。 




て時 間 がかかるけど，フリータイムは他 のグ
ループの結果が本当かも確かめられる。 
・発 表 しなくても聞 きに行 ったら結 果 や結 論
が分かる。 












































・簡単に「私 ，分かった」と言 ったら深 く考 えられないか































































































Exploration of the Nature of Active Learning in Elementary School Science Class 
―Focussing on Learning-Problem Making and the Method of Interchange Between Groups― 
 
This study aimed to clarify children's interaction and to suggest for the enrichment of active learning. 
After the classes where children recognized and investigated problems from natural events, and then 
they interacted with other groups in "Free Time", the data of their learning were analyzed. It was 
clarified that children started learning by themselves and other’s ideas could be understood empathically 
and investigated. In addition, children could agree in the whole class by going to other groups with 
purposes, conducting experiments and talking until they were satisfied. It was suggested that in order to 
enrich active learning, teachers need to continue to cultivate chilren’s awareness that one goal of science 
learning is the agreement in whole class, to recognize that children have the ability to learn 
independently, interactively and deeply, to design classes that children can demonstrate their power, and 
to coordinate the learning of children in class. 
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